
県民に愛され、歴史ある立田山に
は、⾃⽴的でありながら、柔らか
な佇まいの建築が相応しいと考え
ます。そこで、本計画では、古典
的構造である持ち送り構造を用い
ます。規格化したパネルを外側へ
とずらし、カテナリー曲線を描き
ながら壁へと力を伝達します。
この構造が生み出すシルエットは
立田山の新しいシンボルとなる一
方で、内部にこぼれ落ちる光が象
徴するように、⾃然と共⽣する建
築でもあると考えます。

県産材を活用した CLT（Cross 
Laminated Timber）パネルを
全面的に使用します。
パネルサイズは 2 つあります。2
つのパネルでロの字型のユニット
を形成し、カテナリー曲線上に積
層します。
本計画の CLT パネルの総量は 32
㎥程度です。現在の CLT の材料
単価（12 万円 / ㎥）を考えれば、
構造と仕上を兼ねた CLT は大き
なコストメリットがあると考えま
す。

この構造（持ち送り構造）は、
910mmモデュールの屋根ユニッ
トを、個室と通気ピットを内包し
た 2重壁で支えているため、断
面形状に２つの層を持ちます。本
計画では、この外側の層を採光、
換気ダクトとして利用します。
採光ダクトを利用して暗くなりが
ちなトイレ空間に⾃然光を取り込
み、適切な照度を確保します。
また、換気ダクトを利用し、重⼒
換気を行い、快適な内部環境を実
現します。

基礎立上りは鋼製型枠を捨て型枠
として使用し、スラブはデッキプ
レートを用いた合成スラブとしま
す。型枠の撤去を省略すること
で、最低限の地下ピットを確保し
ます。地上部はユニット間のズレ
を利用し、点検スペースを確保し
ます。
CLT の接着剤仕様をＡ種（外部仕
様）とし、また、表面には防腐塗
料を塗布することで大幅にメンテ
ナンス頻度を減らすことが可能で
す。

2 3 41
持ち送り構造による
カテナリー曲線

共 ⽣ の 光

県産材 CLT パネル
を規格化

形状を活かした採光
換気システム

メンテナンスに配慮
した施⼯計画と素材
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全体解析モデルによる構造検証
CLT の積層部分のめり込みを考慮した詳細モデルによる検証を行いました。
屋根部分の最大変形は 10mm程度で、スパンに対して 1/500 程度であり、過大な変形が生じないことを確認しています。
パネル間の接合部の力は、全体的に圧縮力が生じており、カテナリー形状による形態効果も確認できました。また、接合部に
生じる引張力も小さく、簡易的な接合部で実現可能なことを検証できました。
⼒学モデル検証により、提案する構造システムの優位性・実現性を確認しています。

CLT とジョイントディテール
CLT は、集成材や合板とは違い、製材に近い木の質感を有するため、現しの木材として最も馴染み深く魅力的だと考えます。
今回使用する部材は、48mmx360mmと薄く、反りやねじれ等に配慮すると、⼨法安定性を有する CLT は最適な材料となり
ます。パネルのジョイントは、ビス留めとすることで、節点数が多い架構でも精度確保が容易なディテールとします。
ロの字のCLTユニットは、455mmずらしながら積層することで点の取り合いとします。点の取り合いによるズレに対しては、
⽊材特有の相⽋きで抵抗します。また、引張力に対しては、ダボ（異形鉄筋）と接着材の併用で抵抗します。

屋根架構は、短冊状の CLT パネルを組合せ・積層した「持ち送り構造」とします。
短冊状の CLT パネルは、規格化・ユニット化することで施⼯の簡易化を図ります。T型形状の１ユニットは、重さが 20kg 程
度で、⼈⼒で施⼯可能なサイズです。積層形状をカテナリー形状とすることで、木材の圧縮・めり込み抵抗を支配的として合
理性を確保します。
耐力壁は、隅柱と CLT ⾯材でユニット化します。隅柱を屋根ユニットまで伸ばすことで、屋根架構と耐力壁を一体化します。

構造システム - 部分アクソメ図

〈全体変形図（鉛直荷重時）〉〈パネル間接合部の軸力図（鉛直荷重時）〉
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屋根頂部はワンユニットとして両側
の持ち送り屋根をつなぐ。

平面長手方向に、1段毎に 455mm
ずらし、短手方向には、カテナリー
形状にずらし積層。
ずれによって直射を絞り込み、木
漏れ日のような光を内部へ落とす。

受け側 12mm欠きこみ
3-PS5-80（パネリードⅡ ）

CLT パネル：熊本県産スギ材
S60 3 層 4 プライ

受金物：U-50x20x2.3
5-CW41-RF(コンフィット )
両側千鳥留め

T字型のユニットを作り、それら
を組み合わせ、ロの字型のユニッ
トを組む。
上下のロの字型ユニットを相欠き
し、嚙合わせる。

壁ユニットは、隅柱 (90x90) に対し
て幅 910mmの壁パネルを張り付け
る。隅柱は、1段目の屋根ユニット
を接合するために伸びている。

上下ユニット点接合部分を
30mm相欠きこみ
ダボ：異形鉄筋D10 L150
樹脂系接着剤充填

内側のパネルは上端から欠
きこみ（下端残し）、直交パ
ネルと金物をを上部から落
とし込む。
外側のパネルは下端から欠
きこみ（上端残し）、直交パ
ネルに落とし込む。
この構法で仕上げ面に金物
を露出させない。
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同部材を利用したベンチ

150人槽程度の浄化槽、地上部は緑化

開口部は引戸とし、段差は無し

集中的に排熱を促す

ユニバーサルデザインを考慮した開口部

CLTパネル：t=48(接着剤仕様A種)

上下ジョイント部：30mm相欠きの上
異形鉄筋 D10 L150 樹脂系接着剤充填

結露受け

換気棟：Ｉ-50x75の上StPL-t=3曲げ加工

32
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55
40

の上防腐塗料塗布

枠：L-15x15(押縁)
ガラス：フロートガラスt=6

鋼製型枠(捨て型枠)

土台：90x90の上
合成スラブの上
コンクリート洗い出し

平面ジョイント部：スリット加工U-50x20x2.3ビス止め

SUS巾木

〇-21.7x2.3ホゾ
パイプビス留め

南北にスリットを通すことで
安定した採光を確保

枡の位置を考慮し、道路とレベ

遊歩道と道路をつなぐ動線

ル差のない位置へ配置

カテナリー曲線上にずらす
自立的かつ柔らかな形

CLT接着剤仕様はA種、防腐塗料塗布
構造と仕上を兼ねることでコストダウン

平⾯図 S=1:100 矩計図 S=1:40

配置図 S=1:500 南側⽴⾯図 S=1:100



鋼製型枠＋合成スラブを用いることで最小限のピットを確保

間仕切壁を部分的に型板ガラスとす
ることでアイレベルでも光を共有

間仕切壁でプライバシーを確保
しつつ、大きなワンルーム空間

⻑⼿断⾯図 S=1:100
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